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苦しみ もう三度と

福島市の樅山:語史さん (28)

野田首相が大飯原発の再稼働を表明

した際、「東電福島事故の記憶が残る

中で…」と話したけど、事故はまだ収

束していない。福島の苦しみ、悲しみ

を繰り返したくない。一度事故を起こ

せば、そこに住む人の暮らし、産業が

破壊されることを見つめてほしい。原

発はすべてなくしたい。

みんな意識が高い

滋賀県米原市の岡田涼子さん(58)=

主婦=と長男の清知さん (19)=学生=
原発は事故を起こす、と反対してき

ました。でも、事故は絶対に起こつて

ほしくなかつた。本当 に悔しい。再稼

働なんかも つてのほか (涼子さん )。

原発への反対意識がみんな高い。こ

れを続けていけ lly、 原発は停止できる

と思う (清知さん )。
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